
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■ 会社概要 ―――――――――――――――――――― 

➢ 法人名  北越融雪株式会社 

➢ 代表者名 代表取締役 大橋次郎 

➢ 設立  1980（昭和 55）年 3月 17日 

➢ 資本金  2,000万円 

➢ 所在地  〒948-0008 新潟県十日町市尾崎 221番地 2 

➢ 電話番号 （025）757-5300 

➢ FAX番号 （025）752-5074 

➢ 社員数  22名（男性 17/女性 5、2023年 4月） 

➢ 建設業許可 新潟県知事許可（般-4）第 18100号 

・管工事業 ・土木工事業 ・建築工事業 ・電気工事業 ・水道施設工事業 ・消防施設工事業 

➢ 事業内容 

► 融雪・暖房設備等の設計、施工及びメンテナンス 

► 再生可能エネルギーの利用事業 

► ペレットストーブ等の輸入卸売、設計、施工及びメンテナンス 

► 木質ペレット燃料の卸売、小口販売 

➢ 会社の特徴 

1980（昭和 55）年に水道施設工事業として創業され、温水循環システムを応用した融雪・暖

房分野の設計・施工・メンテナンスに強みを持つ会社です。現在では電気ヒーターによる施工も数

多く手掛けています。融雪設備の施工実績は戸建住宅から公共建築物まで延べ 3,500件以上

にのぼり、新潟県 NO.1の施工実績を誇ります。2014年からペレットストーブの輸入販売を行

い、各都道府県に販売店ネットワークを展開しています。社会の持続可能性に高い関心を持ち、

気候変動に対する建築物の強じん性とエネルギー利用の最適化に解決策を見い出します。 

➢ 有資格者等（一部） 

資格名 人数 資格名 人数 

監理技術者 5名 1級配管技能士（建築） 3名 

1級管工事施工管理技士 5名 2級配管技能士（建築） 5名 

2級管工事施工管理技士 7名 2級板金技能士（建築） 1名 

1級土木施工管理技士 2名 2級地中熱施工管理技術者 3名 

2級土木施工管理技士 2名 ガス消費機器設置工事監督者 3名 

2級電気工事施工管理技士 1名 液化石油ガス設備士 1名 

2級建築士 1名 石油危機技術管理士 3名 

第三種電気主任技術者 1名 給水装置工事主任技術者 4名 

1級計装士 1名 コンクリート技士 1名 

第二種電気工事士 11名 建設業 1級経理事務士 1名 

消防設備士（甲 1） 2名 第 1種衛生責任者 1名 

危険物取扱者（乙 4） 2名 宅地建物取引士 1名 

 



 

■ 施工内容 ―――――――――――――――――――― 

（１）消雪パイプとは違う「無散水式融雪」 

さまざまな熱源を利用した「無散水式融雪」で多数の実績がございます。 

比較されることの多い「散水式融雪（消雪）」との対照表を示します。 

 無 散 水 式 融 雪 散 水 式 融 雪 （ 消 雪 ） 

使用状況 

の一例 

  

メカニズム 
伝導（温水、電気ヒーター線）、輻射（赤外光） 

などにより融雪面・積雪を加温して融解させる 

伝導（地下水散布）により融雪面・積雪を加温して 

融解させる 

主な用途 
戸建住宅、店舗事業所、公共建築物などの 

屋根融雪および路面融雪 

道路、駐車場などの路面融雪 

水質が良い場合は屋根融雪にも適用可能 

好適条件 

・地下水量が少ないか水質が悪い地域 

・高齢者や障がい者利用施設など（足元を 

濡らしたくない場合） 

・高所、無人施設、インフラ施設など（渇水に 

よる停止が許されない場合） 

・地下水量が豊富な地域 

・長時間使用時にもランニングコストを抑えたい 

場合（ポンプ電力料が主なコスト） 

・降雪期の平均気温が 0℃を下回らない地域 

（再凍結が問題となる場合あり） 

制約条件 

・燃料、電力など、降雪量に応じて継続的な 

エネルギー供給が必要となる 

・電気式の場合、実際の降雪量によらず 

設備容量に応じて毎月基本料金が発生する 

・地下水の賦存量が未知数で、連続揚水時には 

融雪需要期でも渇水する場合あり 

・地下水に鉄分が含まれる場合、金属部分の腐食 

や屋根、外壁の汚れに繋がる可能性あり 

 

（２）新築・既築のいずれにも対応 

新築・既築のいずれにも、温水式・電気式で対応可能です。また、屋根・路面のそれぞれに対して隠蔽

式・露出式で対応可能です。下記の「融雪管」は電気式「電気ヒーター線」に置き換えることが可能です。 

 屋 根 融 雪 路 面 融 雪 

新

築 

隠 

蔽 

上棟後、仕上材敷設前に 

融雪パネルと融雪管（※）を敷設 

埋 

設 

上層路盤整正後、舗装仕上前に 

ワイヤーメッシュと融雪管（※）を敷設 

既

築 

隠 

蔽 

既存仕上材を剥離し、 

パネルと融雪管（※）を敷設 

埋 

設 

既存舗装版を解体剥離し、 

上層路盤整正後、 

ワイヤーメッシュと融雪管（※）を敷設 

露 

出 

既存仕上材上に融雪管（※）を金具等に 

よって配置、又は電気融雪マットを敷設 

露 

出 
既存舗装版上に電気融雪マットを敷設 

  



 

（３）多彩な熱源に対応 

方式 種別 熱  源 貯湯方式・設置要領 特  徴 

温 

水 

式 

ボ
イ
ラ 

灯油 
貯湯式 床置き 

パワフルで汎用性高い 

交換代替機調達容易 

熱交換器式 ポンプ内蔵 床置き 設置場所がコンパクト 

ガス 

（都市ガス、 

プロパンガス） 

貯湯式 床置き 
パワフルで汎用性高い 

交換代替機調達容易 

熱交換器式 ポンプ内蔵 壁掛け 
燃焼排気はほぼ水蒸気、比較的

静音、設置場所コンパクト 

電気（ヒーター） 壁掛け 
燃焼排気無し、静音 

コンパクトで室内設置も可能 

水素 貯湯式 床置き 
燃焼排気は水蒸気、比較的静音 

現在はまだ燃料調達が困難 

ヒ
ー
ト 

ポ
ン
プ 

空気熱（EHP） 熱交換器式 架台／床置き 
排気無し、静音 

除霜運転で停止する場合あり 

地中熱（GeoHP） 熱交換器式 床置き 
年中恒温の地中に運転排熱を 

捨てるため大変高効率 

環境排熱 熱交換器式 床置き 
工場・温泉等の排熱を利用し、 

大変高効率 

電 
気 

式 

抵
抗
特
性 

ヒ
ー
タ
ー 

ヒーターネット 

２００V 
屋根面敷設 

軽量、施工期間短い 

出力 300W/㎡に対応 

ヒーターマット 

200V 
路面敷設／屋根面敷設 

耐候性・耐熱性・耐輪荷重性能に

優れている、施工期間短い 

出力 600W/㎡の高出力に対応 

ヒーターユニット 

200V 
路盤埋設 

施工期間短い 

出力 350W/㎡の高出力に対応 

Ｐ
Ｔ
Ｃ 

ヒ
ー
タ
ー 

ヒーターケーブル 

200V 
屋根隠蔽／路盤埋設 

施工期間短い 

温度上昇で出力減少し、省エネ 

性能・安全性能が高いとされる 

 

（熱源の例） 

 

灯油ボイラ（貯湯式床置き） 

 

 

灯油ボイラ（ポンプ内蔵） 

 

灯油無圧温水ヒーター（貯湯式） 

 



 

ガスボイラ（貯湯式床置き） 

 

 

ガスボイラ（壁掛け） 

 

電気ボイラ（壁掛け） 

 

空気熱ヒートポンプ（EHP） 

 

 

地中熱ヒートポンプ（GeoHP） 

 

ヒーターマット（路面敷設） 

 

ヒーターユニット（路盤埋設） 

 

 

ヒーターネット（屋根面敷設） 

 

PTCヒーター（隠蔽／埋設） 

 

 

（温水式融雪システムの構成例） 

 



 

（4）豪雪地での研究が生み出したバランスの良い融雪能力 

 

融雪能力と施工価格のバランスを最適化するた

め、シーズン中の時間当たり降雪量を計測して毎

時 3cm（日量 72cm）の新雪に追いつきながら

融かす能力を設計指針にしています。 

温水式では出湯温度の調整により融雪能力と燃

費の調整が可能で、燃費を抑えたいときには温度

を下げて能力を落とし、短時間に大量のドカ雪が

降った時には温度を上げて能力を高めることが可

能です。 

 

 

（5）高い放熱性を誇る融雪面 ≪隠蔽工法≫ 

 

屋根融雪（隠蔽工法）ではアルミパネルと断熱材

を複合し、高い放熱性と断熱性を両立したオリジ

ナル融雪パネルを自社制作しています。 

温水式ではコイル銅管の採用により接合部を減

らして高い信頼性を、電気式では PTC特性ヒー

ターで過熱リスクを低減して高い安全性を実現す

る工夫をしています。 

 

 

（6）屋根面ごとに異なる配管ピッチ 

 

1軒の住宅でも、屋根の部位や日照・風向条件

などにより雪の融け具合は異なります。そこで屋

根の頂部と軒先部を、屋根の北面と南面を、異な

る配管ピッチに変化させることでムラ消えと燃費

を軽減し、自重による積雪の移動が起きても雪庇

（せっぴ）の発生を抑える設計としています。 

 

  



 

（7）ツララ・雪庇の発生を抑える雨樋凍結防止配管 

 

屋根面で雪が融けると融雪水は雨樋を通じて排

水されます。 

この際、寒風にさらされて冷え切った軒樋内で

一旦再凍結が起きると、次第に軒樋が氷で一杯に

なり、やがて溢れてツララの発生から雪庇の成長

が起きることがわかりました。 

屋根融雪システムでは軒樋に凍結防止配管を敷

設することを標準仕様としています。 

 

 

（8）「力まかせに融かす」から「賢く融かす」へ 

 

一昔前「融雪」といえば「ジャンジャン燃料を焚い

て、やたらと費用がかかるもの」というイメージが

ありました。いくら安全な暮らしのため、とはいえ

「お客様の財布にも」「地球環境にも」やさしくない

設備では永く必要とされ続けることはできませ

ん。 

当社では建物や生命財産の保全を第一としなが

らも、溜められる場所には溜め、落雪できる場所

は落とす、という考え方を柔軟に組み合わせ、施

工費・燃料費の低減と環境負荷の低減に取り組ん

でいます。 

 

 

（9）燃費を上手に節約する制御システム 

 

「降雪強度比例出力制御」を採用し、「降り具合」

を検知・識別することで、運転強度を変化させま

す。チラチラ雪には弱火で、ドカドカ雪には強火で

対応することで、燃費を上手に節約し、短時間に大

量に降った場合は延長運転設定で対応します。 

路面融雪では降雪センサーと地温センサーを組

み合わせることで、斜路の凍結防止をしたり、路盤

が暖まったら早めに休ませることもできるように

なりました。 

赤枠範囲内は溜める設計として 

放熱量を約 50%に抑えました 



 

（10）安全性に配慮した防錆循環液 

 

温水式では凍結温度-20℃以上に対応する防

錆循環液（不凍液）を封入します。 

厳しい寒さでも凍結膨張による配管破裂・漏水

を発生させず、また金属配管や継手、熱源機器を

長期間に渡って腐食から守ります。 

当社では生体毒性が懸念されるエチレングリコ

ールの代わりに食品添加物としても利用されるプ

ロピレングリコールを採用し、万一の漏水時にも環

境影響を最小限にとどめるよう配慮しています。 

■施工事例 ―――――――――――――――――――― 

（１）戸建て住宅 屋根融雪（温水式・隠蔽工法） 

 

新築住宅、既存住宅のいずれにも対応可能な温

水式隠蔽工法ですが、本件では古くなった屋根板

金を剥離して融雪パネルを敷設しています。 

築後２５～30年が経過すると住宅自体の傷み

が進むと共に家族構成も変わり、雪下ろしの担い

手が居なくなって融雪を選択されることが多くな

ります。山間部では時間当たり降雪量が３～５cm

と短時間に大量の降雪が見られることもあり、パ

ワフルな灯油ボイラを熱源として組み合わせてい

ます。  新潟県十日町市 灯油ボイラ 119㎡ 

 

（２）戸建て住宅 屋根融雪（温水式・露出工法） 

 

既存住宅の屋根で、仕上材が新しい場合やステ

ンレス板金の場合、一部分だけの融雪をご希望の

場合には露出工法が向いています。仕上材の働き

幅に合わせて固定金具を製作し、長期耐久性に優

れたステンレス配管、または剛性に優れた SGP

配管を配置します。隠蔽工法に比べると融雪管表

面からの大気放射が大きくなるため、循環液の温

度を高める必要があり、燃費が 1割程度高くなる

傾向があります。 

新潟県十日町市 灯油ボイラ 134㎡ 



 

（３）戸建て住宅 屋根融雪（電気ヒーター式・隠蔽工法） 

 

小面積の屋根融雪には融雪パネルに PTC特

性電気ヒーターを組み合わせて隠蔽施工すると施

工費が比較的安価になります。 

PTCヒーターは低温時に高出力、高温になる

につれて出力が穏やかになる特性があるため、燃

費抑制効果と過熱防止効果が両立できます。 

ただしブレーカー容量が定格出力の 2倍程度

になることと、短時間に大量降雪がある地域だと

追いつかないことがあることに注意が必要です。 

新潟県長岡市 PTCヒーター 21㎡ 

 

 

（４）戸建て住宅 屋根融雪（電気ヒーター式・露出工法） 

 

築後 25 年以上が経過し、隣地に住宅が経った

ため、雪庇が落ちないような対策をしたい、とご

相談頂きました。大屋根北面だけに限って対策し

たいとのことでしたので、軽装備なヒーターネット

をあと施工して、うまく雪庇の発生を防止できる

ようになりました。300W/㎡程度の能力ですの

で、万一の融け残りに備えて「残雪処理運転時間」

が手軽に調整できるタイプのコントローラーを組

み合わせ、ご重宝頂いています。 

新潟県長岡市 ヒーターネット 12㎡ 

 

 

（5）戸建て住宅 路面融雪（温水式・埋設工法） 

 

店舗兼住宅の新築に伴い、お客様用駐車場の雪

対策を計画することとなりました。 

個人事業主の場合、大切な時間を除雪に奪われ

ていてはお客様サービスが行き届かなくなること

もあり、クリニック・歯科医院・税理士事務所・美容

室・接骨院などへの導入が多いようです。 

本件では１００㎡近い大面積であり、また融雪用

の優遇ガス料金設定がある小千谷市だったため、

壁掛型ガス熱源による温水式で納入しました。 

新潟県小千谷市 壁掛け型ガスボイラ 92㎡ 

 



 

（6）戸建て住宅 路面融雪（電気ヒーター式・埋設工法） 

 

住宅の新築に伴い、車庫前と外部駐車スペース

を電気ヒーターにて路面融雪しました。 

多い時には日量 100ｃｍを超える積雪がある

豪雪地でしたが、オール電化住宅でボイラの設置

が好ましくないと判断されたため電気式となりま

した。面積も３０㎡を超えており、将来電気料負担

が重くなる可能性と家族構成が変わって駐車台

数が減ることを想定し、車庫前だけを単独でＯＮ

にできるような回路構成としてあります。 

新潟県津南町 ヒーターユニット 34㎡ 

 

 

（7）戸建て住宅 路面融雪（電気ヒーター式・露出工法） 

 

ご高齢女性の一人住まいで、玄関から前面道路

まで 8ｍほどのアプローチは元々散水消雪でした

が勾配の関係から一様に融けていませんでした。 

ある年の冬、凍った玄関先で滑って骨折したこ

とをきっかけに「水でなく確実に融けるものを」と

のご相談で「必要な場所だけあと施工可能」な融

雪マットを敷き込み、安全が確保されました。 

融雪マットには歩廊用の 9mm厚品と、車両乗

上に対応した 13ｍｍ厚の強化版とがございま

す。     新潟県十日町市 ヒーターマット ８㎡ 

 

 

（8）保育園 床暖房（地中熱ヒートポンプ熱源・温水式） 

 

当初は深夜電力を利用した電気式蓄熱床暖房

でしたが、エネルギー政策の移り変わりを反映し

て成績係数（ＣＯＰ）が高い地中熱ヒートポンプ（Ｈ

Ｐ）による温水床暖房へ改修することになりまし

た。ＨＰ熱源の特徴である高いＣＯＰを引き出すた

め出湯温度が 45℃程と低めに設定されました

が、有効な暖房性能が発揮できるよう、熱伝導性

の高い放熱パネルに同じく熱伝導性の高い銅管

を組み合わせた施工とし、表面温度２８℃を達成

しました。   新潟県刈羽村 GeoHP 864㎡ 

 



 

（9）宿泊施設 パネルヒーター（温水式、露出工法） 

 

スキーリゾートの民宿を外国人向けにリノベー

ションするにあたり、オーナー様からは「静かで高

品質な輻射暖房を全館で実現したい」とのご要望

を頂きました。ご相談時点で既に建築工事が床捨

張りまで進んでいた関係もあり、温水パネルヒー

ターを各室に配置する計画となり、特に暖房負荷

が大きくなる窓下や窓脇を中心に 27枚のパネ

ルヒーターと乾燥室にファンコンベクターを納入

し、お喜び頂いています。 

長野県野沢温泉村 灯油ボイラ PH27枚ほか 

 

 

（10）古民家リノベ―ション 床暖房（温水式、埋設工法） 

 

古民家の大規模リノベーションにあたり、古き

良き趣を残したまま、快適さをも実現したいとの

ご相談が寄せられ、コンクリートの土間に架橋ポ

リエチレン管を埋設し、灯油ボイラ熱源と組み合

わせて床暖房をご提案することとなりました。 

暖房負荷を小さくするため、上層路盤上に断熱

材を敷設した上でヒーティングを行い、土台周り

の隙間も綿密に気密処理してから打設仕上げを

実施しました。 

長野県飯山市 灯油ボイラ 47㎡ 

 

 

（11）温泉旅館 屋根融雪（温水式、隠蔽工法） 

 

例年２ｍ以上の大雪に見舞われる閑静な温泉

旅館から「十数年前に設置した屋根融雪の効きが

悪く、燃料を食う割に融けが悪いので何とかして

欲しい」とのご相談が寄せられました。 

数年前に入替えた熱源機は継続使用とし、それ

以外はパネル、銅管、供給管、制御とほとんど全て

を入替えることとなりましたが、結果として屋根

全体が平均的に融けるようになり、課題解決に至

りました。  新潟県長岡市 灯油ボイラ 607㎡ 

 

 



 

（12）複合文化施設 屋根融雪（温水式、隠蔽工法） 

 

意匠性の高い複合文化施設の新築にあたり、耐

雪 6ｍの構造強度で設計が進んでいましたが、屋

根外周から周辺への落雪影響が懸念されたため

急遽屋根融雪を組み込むことになりました。 

コンクリートスラブを外周のみ箱抜きして融雪

パネルを敷設し、長い配管長と誘導雷による温水

の蒸発等に配慮して銅管の代わりにアルミ複合三

層管を採用しました。 

新潟県十日町市 壁掛型ガスボイラ 477㎡ 

 

 

（13）事業所 屋根・路面融雪（温水式、露出工法、埋設工法） 

 

事務所及び燃料供給施設の建替えにあたり、２

４時間体制でタンクローリーの受入れ体制を整備

しておく必要があったため、駐車場路面と事務

所・キャノピー屋根を融雪することになりました。 

新築建物ですが、屋根仕上が折板葺きであった

ため SGP配管での露出工法としました。 

屋根融雪と路面融雪とは必要とされる温度域

が異なるため、両配管の温水をミキシングして出

湯温度の最適化を図りました。 

新潟県十日町市 ガスボイラ 688㎡ 

 

 

（14）高齢者複合施設 路面融雪（温水式、埋設工法） 

 

サービス付き高齢者専用住宅、デイサービス、

子育て支援の複合施設新築にあたり、利用者送迎

車両の駐停車を妨げず、また管理人の労務を低減

する目的で路面融雪を計画しました。 

国道に面した建物で大面積を散水消雪するほ

どの水量確保が困難であったことと、駐車場から

アプローチまでの間をドライに仕上げる方が利用

者にとって優しいとの配慮から温水式融雪での施

工が採用されました。 

新潟県十日町市 灯油ボイラ 253㎡ 

 

 



 

（15）通信施設 屋根・路面融雪（電気ヒーター式、露出工法） 

 

無人交換局のアルミ合金収容箱を積雪荷重か

ら守るため、屋根外周にせっぴ防止用電気ヒータ

ーマットを敷設しました。車両乗り入れ部、作業員

通路にもマットを敷設し、除雪労務を大幅に軽減

しています。無人施設、へき地の施設では燃料切

れリスクがあるボイラ熱源よりも電気式（ヒーター

又はヒートポンプ）が適しています。 

新潟県新発田市 ヒーターマット 52㎡ 

 

 

（16）電力関連施設 屋根融雪（温水式、露出工法） 

 

2017（平成 25）年に発生した発電所屋根の崩

落事故に伴い、各所の電力関連施設で屋根雪荷重

を軽減する措置が採用されました。 

本施設では従来散水消雪設備と人力除雪を併

用していましたが、地上部への散水能力を確保す

ることも重要視されたため、屋根上は剛性の高い

SGP配管による露出工法を選定しました。 

既存構築物等が多く、複雑な配管構成ですが回

路長の平均化を図り、良く消えるようになりまし

た。      新潟県津南町 灯油ボイラ 477㎡ 

 

 

（17）総合病院 屋根融雪（電気ヒーター式、露出工法） 

 

総合病院敷地内に放射線治療棟を新築するに

あたり、陸屋根外周への発生が懸念された雪庇対

策を計画することになりました。強風による飛散

対策としてパラペット笠木面には専用のゴム系接

着剤で貼付け、陸屋根面には金具で相互連結して

数珠繋ぎ状に敷設しました。マットは屋上に通年

敷設となるため、高対候仕様品を採用し、将来の

破損にもモジュール単位での交換が可能な設計と

して、システムの強じん性を高めました。 

新潟県長岡市 ヒーターマット 77㎡ 

 



 

■ 施工の流れ（一例） ―――――――――――――――――――― 

屋 根 融 雪 路 面 融 雪 

 

※露出配管工法の場合ヒーティングあと施工となります。

また新築時は「屋根まくり」の代わりに「上棟」となります。 

 

※施工内容によってはヒーティング先行の場合もありま

す。また新築時は「既存路盤解体工」が発生しません。 

 

■ 融雪Q＆A集 ―――――――――――――――――――― 

（Q） 融雪装置の操作って難しそうなんですが…。機械が

苦手な私にも使えますか？ 

（A） どなたにも簡単に使えるシステムです。当社の融

雪コントローラーなら電源を ONするだけで自動

待機モードに入り、雪が降り出すとボイラとポンプ

が運転し、降り止むと停止します。後は燃料の減り

具合をみながら補給して頂けばOKです。 

 

（Q） ご近所に迷惑が掛かるので夜中はボイラを止めて

います。正しいですよね？ 

（A） 残念ながら良い方法とは言えません。曇天が続く

冬でも、日照のある昼間の方が比較的気温が高

く、融雪が進みやすい傾向にあります。夕方になっ

て融雪を停止すると、日中発生した「融雪水」がス

ポンジ状の積雪に吸い込まれながら夜間に固く凍

り付いて、融けにくくなってしまいます。 

（Q） 屋根融雪は「空洞化」するので、屋根に上がって踏

んづける必要がありますよね？ 

（A） 使い方次第ですが、危険ですので基本的に屋根に

は上がらないでください。雪の空洞化は、時間が

経った積雪を融かす際によく見られる現象です。

降りたての新雪は密度 0.1ｔ/㎥ほどでフワフワし

ており、熱を加えると崩れながら速やかに嵩（か

さ）が減ります。これに比べて、時間が経った積雪

は潰れながら固く締まっていくため、底部分では

3～4倍の密度になっている場合もあり、屋根に

接した数 cmだけが融けて空洞化するのです。見

た目には嵩が減っていないようでも雨樋からチョ

ロチョロと融雪水が出ていれば確実に雪は減って

います。万一 30ｃｍ以上積もらせてしまった場合

は「手動運転」で嵩を減らしましょう。慣れるまで

は 12月末～1月末まで「自動運転」がおすすめで

す。  

建築工事 融雪工事 電気工事

防水下地工

ヒーティング工

ヘッダー工

供給管工

屋根仕上工

制御・熱源機器工

試運転調整

検査・お引渡し

1次側電気工事

屋根まくり工

建築工事 融雪工事 電気工事

上層路盤整正工

ヒーティング工

ヘッダー工

舗装仕上工

制御・熱源機器工

試運転調整

検査・お引渡し

1次側電気工事

既存路盤解体工

供給管工



 

（Q） 融雪って一月に何十万円もかかると聞きました。

高すぎて不安なのですが？ 

（A） ご安心ください。融雪にかかる燃料代・電気代は

工事の前に試算が可能です。当社にご相談頂けれ

ばお見積時に 1シーズンあたりのランニングコス

トをお示し致しますのでご安心ください。また屋

根融雪については、大切なご家族が雪下ろしで危

険な目に遭わないための「保険」だとお考え頂く

のが良いと思います。当社では「雪をゼロにする」

ことを目標にしていません。「春になるまでの間、

屋根雪を適切にコントロールすること」が目標と

考えています。 

 

（Q） 融雪装置の点検が必要だと言われました。なぜで

すか？ 

（A） 安心して降雪期を迎えるためです。雪が降り始め

る 12月末頃の新雪は水気の多い湿り雪である

ため、1月ごろの乾いた雪に比べると融けにくい

傾向にあり、連続運転が必要となります。機械は

一番負荷が高くなるタイミングで故障することが

多いものですから、雪のない時期に「ボイラやポン

プに不調が無いか」「制御システムは正常か」「各

回路にまんべんなく循環液が回る状態か」を点検

しておくのが安心です。万一、点検時に不調が見

つかっても、雪降りまで間があるタイミングの方

が、修理方法の検討やご予算の確保など、お客様

にも時間的に余裕を持ってお考え頂くことが可能

です。 

 

（Q） 温水式と電気式、結局どちらが良いのですか？ 

（Ａ） どちらにも一長一短があります。温水式は小面積

でもボイラ・ポンプ・制御装置が一式必要で、シス

テムが複雑になり割高ですが、小雪の年はランニ

ングコストが安く済みます。一方、電気式ではヒー

ターと制御装置だけで完結できるため、システム

が単純で割安な半面、雪の多少に関わらず毎シー

ズン電気の基本料金が発生するため、ランニング

コストが高くなります。この他にも温水式では出

湯温度の調整により融雪能力を加減できること

や、電気式では燃料補給の心配が要らないことな

ど、様々な特徴がありますので、個別の案件ごと

に最適と考えられるプランをお客様の立場に立っ

て一緒に構築していきます。「当社の売りたいシス

テム」ではなく「お客様のためになるシステム」こそ

が最高のシステムだと考えています。 

 

（Q） 建物の北西部だけ雪が残っています。融雪システ

ムの故障ですか？ 

（A） 確認は必要ですが、故障の可能性は低いと考えら

れます。建物からは外皮を通じて内部の熱（生活

熱）が漏れます。同じ建物でも外壁から張り出した

軒先やケラバではこれら生活熱の効果が期待しに

くいうえ、屋根表面からも軒裏からも外気による

熱の持去りが発生するため、温度が下がって雪が

残りやすい傾向にあります。また住宅などの場

合、北西側の居室は特に利用率が低い傾向にある

うえ、冬季間日本列島には北西からの季節風が吹

きつけるため、最も厳しい条件になり、雪が残るこ

とが多いようです。 

 

（Q） 融雪装置の耐用年数はどれくらいですか？ 

（A） 構成機器そのものの保証期間は 1年程度です

が、システム全体としては数十年単位とお考え頂

いて良いと思います。システム構成要素のうち、

ボイラや制御装置には１０年程度で不調が現れる

こともありますが、万一故障してもその部分だけ

を入れ替えることが可能です。また、当社の温水

式システムでは隠蔽・埋設される放熱管に耐久性

に優れたコイル銅管やステンレス管を採用してお

り、こちらは 30年以上経ったお客様でも問題な

くご使用頂いています。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


